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１　はじめに
　本稿に示す『中越自動車　交通路線景勝鳥瞰図』を、筆者は
前稿でも記した、平成 20（ 2008 ）年１月、長岡市商工会議所発行
の『会報』510 号巻末の写真において初めて見る機会を得た１）。
本図は会報掲載時にかなりの縮小を受けていたため、会報から
文字の読み取りをすることはできなかった。本資料も越後交通
に許可を頂き、『栃尾鉄道　沿線景勝観光鳥瞰図』とともに調査・
撮影を実施したところ、本図からも「初三郎」の銘と「よしだ」
の落款を確認することができた。
　本稿では『中越自動車　交通路線景勝鳥瞰図』について、内
容を紹介し、描写及び記載された内容の検討から、制作年代と
その背景、本作品が意味する点を考察するものである。
　なお、資料の名称は鳥瞰図自体に記されるものを尊重し、本
稿では『中越自動車　交通路線景勝鳥瞰図』を用いることとする２）。

２　『中越自動車　交通路線景勝鳥瞰図』について
　本資料を図１に示し、本図の概要と文字情報の全てを図２に
書き起こした。なお、本図では鳥瞰図を横に６等分し、向かっ
て左側より「A」から「Ｆ」の記号を付し、上下には２等分し
上から「１」「２」と区画し、以下における記載の一助とした。
このため以下では具体的な地名等の位置をこの記号で□囲みで
適宜示すこととする。例えば、本図中央向かって右下に記され
る「長岡」の地名は C2 となる。また、本鳥瞰図記される文字情
報の全てを表１にまとめた。
・大きさと体裁
　本資料は周囲に額が廻され、表面をビニールで保護している。
額を含めた全体の大きさは横 2,150 ㎜×縦 807 ㎜、画面自体の大
きさは横 1,734 ㎜×縦 497 ㎜で、図は絹布地に極彩色の肉筆画と
なる。
・内容
　本鳥瞰図は、向かって左上 A1 〜 B1 にかけて縦書きで「中越
／自動／車　／交通／路線／景勝／鳥瞰／図　／初三郎作　落
款」３）の記載がある。
　画面では全体にバス路線が描かれるが、その骨格として以下
の鉄道路線が黒線で描かれ、その線上には煙を吐く蒸気機関車
が描かれる。当時の国鉄線では信越本線が新潟−新津−羽生田
−加茂−東三条−帯織−見附−押切−長岡−宮内−来迎寺−塚

山−安田−柏崎−鯨波−青海川間の各駅、羽越線が新津−五泉
間で至会津若松、越後線が新潟−吉田−粟生津−地蔵堂−大河
津−小島谷−出雲崎−石地−礼拝−西山−刈羽−柏崎全線の各
駅、弥彦線も越後長沢−大崎−東三条−北三条−燕−吉田−矢
作−弥彦全線の各駅、上越線は宮内−小千谷−川口−堀ノ内−
小出−浦佐−五日町−六日町−塩沢−石打−湯沢−越後中里−
土樽間の各駅で至東京、飯山線は川口−岩沢−中条−十日町−
土市−水沢−田沢−森宮野原間の各駅となる。
　私鉄路線は薄墨の実線上に再び鎖線を引く描法となっている。
この内、新潟交通が駅名は記さず新潟市から燕市に至る路線全
線を示し、蒲原鉄道は五泉−村松−七谷−加茂の全線各駅、栃
尾鉄道が栃尾−本明−長岡−悠久山全線の各駅を記している。
長岡鉄道では金山−寺泊−大河津−西長岡−来迎寺間全線の各駅
を示すが、金山−西長岡間は細実線、西長岡−来迎寺間は薄墨
の実線と鎖線の表記になっている。なお、長岡鉄道の路線表記
は錯誤が認められるようであるが、この点については後述する。
　バス路線は黄色線上にボンネット型のバスが描かれることで、
これがバス路線であると判断される。路線は羽生田以南におけ
る前述の国鉄信越線、上越線、越後線、只見線や私鉄各線等に
沿った地域及び、東三条から下田方面の笠堀への路線、小出か
ら湯ノ谷筋に伸びる須原口までの路線、六日町から三国川に沿
った畦地への路線、湯沢から三国峠を越えるものが縦横に描か
れる。
　地名で記されるのは以上の鉄道駅、バス停留所が多数を占め
る。これ以外、画面には山・峠・渓谷として A1 栗ヶ岳、A2 角田山、
B1 笠堀渓谷、B1 守門岳、B2 弥彦山、D1 枝折峠、D1 駒ヶ岳、
D1 八海山、 D1 中の岳、 D1 五十沢渓谷、 D2 朝日山、 D2 山本
山、 E1 朝日岳、 E1 谷川岳、 E1 八箇峠、 E1 十二峠、 F1 清津
渓、 F1 芝原峠、 F1 二居渓谷、 F1 三国峠、 F1 苗場山、 D2
地蔵峠、 F2 米山など、河川・瀑布は A2 信濃川、 B2 信濃川分
水、 F1 吐雲滝など、橋梁では C1 長生橋、 C2 与板橋、 D1 石
抱橋、 F1 鹿とび橋など、社寺仏閣では B1 弥彦神社、 B1 国上
寺、 B2 本成寺、 C1 高龍神社、 C2 隆泉寺、 C2 良寛堂、 D1 開
山堂、 D1 毘沙門堂、 D1 竜谷寺、 D1 法音寺、 D2 不動尊、 D2
新光寺、 E1 関興寺、 E2 観音堂、 F1 不動尊など、温泉・鉱泉
などの浴場施設では B1 長野鉱泉、 B1 大野鉱泉、 B2 公楽の湯、
B2 坂井ノ湯鉱泉、 C1 荷頃鉱泉、 C1 成願寺温泉、 C1 大湯温
泉、 C1 栃尾又温泉、 C2 名木野鉱泉、 C2 長岡鉱泉、 C2 湯沢
鉱泉、 C2 石地温泉、 D1 浪拝温泉、 D1 河原沢鉱泉、 D1 君帰
温泉、 D2 木津鉱泉、 D2 三島谷鉱泉、 D2 灰下鉱泉、 D2 西谷
温泉、D2 広田鉱泉、E1 大沢温泉、E1 上野鉱泉、E1 湯沢温泉、
E1 清津温泉、 E2 柏崎温泉、 F1 逆巻温泉、 F2 松ノ山温泉で、
施設建物からは湯気が上がるように描かれている。その他施設・
観光地としては A2 競馬場、B1 県種蓄場、B1 油田、B2 五合庵、
B2 聚感閣、 C1 森立峠公園、 C2 海水浴場、 C2 芭蕉園、 C2
日石発祥地石油公園、 D1 奥只見ダム予定地、 D1 平村郷闘牛、
D1 養魚場、 D2 油田、 D2 発電所、 D2 油田、 E1 雲堂庵、 E1
岩原スキー場、 E1 苗場館、 E1 養鯉場、 E2 千手発電所、 E2
貞観園、 E2 海水浴場、 E2 福浦八景、 E2 水族館、などが記さ
れる。
・構成
　上部に空、山岳が描かれ、新潟から湯沢・三国峠及び十日町・
北野に至るに鉄道及びバス路線を配する。そして下部は新潟か
ら柏崎・青海川に至る日本海が描かれるものである。
　全体を通覧して極端な強調や変形は認められず、当該の地域
を日本海に面する北西側を下に、山岳地帯となる南東側を上に
して描く。
・文字の表記方法

　主要な地名をやや薄い黄緑色で長丸を描き、青地に白線で描
くもので、A1 新津、A1 加茂、A2 新潟、 B1 栃尾、 B2 東三条、
B2 燕、 B2 見附、 C2 長岡、 C2 出雲崎町、 D1 小出、 D1 六日
町、D2 小千谷、D1 西小千谷、D1 楢沢、 E1 十日町、 E1 湯沢、
E1 柏崎の 17 カ所となる。中越自動車株式会社は昭和３（1928 ）
年に三条地域の中越自動車商会を発展させる形で成立し、直後
に三条の川口自動車、新潟の長浜自動車商会などの営業圏を取
得して事業を拡大している４）。特に第２次世界大戦時における戦
時統合では、楢沢−塚山間他の路線を持つ渋海自動車商会を含
め 12 社との統合が進んだのであるが５）、この時のおける営業所
の関係が青地に白線の地名表示に強く関係しているようである。
　残る地名は、
　　①薄い黄緑色で長丸を描き白地に黒線で地名を書くもの
　　②薄い黄緑色で長方形を描き白地に黒線で地名を書くもの
　　③薄い黄緑色で長方形を描き黄色地に黒線で地名を書くもの
の３種類に大別することができる。幾つかの例外はあるものの、
原則的には①は黄色のバス路線で結ばれることから、中越自動
車における主要なバス停と判断される。②はバス路線を示す黄
色い線でつながれないものが多い。具体的には B1 県種蓄場、
B1 油田などの一般的な施設、 B2 本成寺などの社寺仏閣が該当
することから、主要施設や社寺仏閣を示すものと判断される。
③もバス路線とは関係ないものが多く、 E1 湯沢温泉に代表さ
れる温泉、鉱泉の全てがこの形式となる。但し、 E2 福浦八景、
F1 清津峡などもこの書式となることから、温泉・鉱泉と代表的
な観光施設にやや目立つこの書式を用いたものと考えられる。

３　『中越自動車　交通路線景勝鳥瞰図』の発行年代
　本鳥瞰図も制作の年代などは画面に直接記されていないこと
から、描写・記載された内容を検討することで、この考察を行
ってみたい。
　そこで、本図においても鳥瞰図に記される全ての文字情報を
中心に図２に落とし込み、これらの情報を表１に整理する作業
を行った。表 1 では、前稿と同様に主なものに読みと用途を付し、
各記載が囲まれる下地の形、下地を囲む線の色、下地の色、文
字線の色について記すと共に、現在の住所、施設の開設時期を
記した。なお、本図では『栃尾鉄道　沿線景勝観光鳥瞰図』に
見られた胡粉による文字の訂正は確認されなかった。
　以上を参考に、本図の制作年代を考えてみたい。
　先ず、およその見当として制作年代の特定をしておきたい。
初三郎による鳥瞰図は昭和 12（ 1937 ）年８月、の軍機保護法の規
制対象拡大等に伴い、以後は昭和 20（ 1945 ）年 10 月における敗
戦後の廃止まで、原則的にその制作は封印されていることから、
大別して同期間の前後かの判断が必要である。既に述べたよう
に中越自動車の成立は昭和３（ 1928 ）年であるが、本図に記され
た路線網は、昭和 17（ 1942 ）年の戦時統合以後の姿をよく示して
いる。それらのことを考慮すると、本図は中越自動車の戦時統
合以後で、かつ昭和 20（ 1945 ）年以後、すなわち戦後の作品と見
なすのが妥当である。
　次いで、記載内容を詳細に見て行きたい。
　鉄道の敷設状況では、国鉄の信越本線、上越線、羽越線、飯
山線などは既存区間が戦前に全て開通しており、私鉄でも蒲原
鉄道が昭和５（1930 ）年全通、新潟交通が昭和８（1933 ）年の全通、
栃尾電鉄は大正 13（ 1924 ）年の全通、長岡鉄道は大正 10（ 1921 ）
年の全通６）となっている。戦後期における鉄道で問題となるの
は国鉄の弥彦線と魚沼線の扱いである。弥彦線は鳥瞰図に記さ
れる越後長沢−東三条−弥彦間が戦前期に開通していたものの、
昭和 19（1944）年 10 月、越後長沢−東三条間が不要不急線とされ、
休止の上、線路が取り外され供出されている。しかし、戦後の

昭和 21（ 1946 ）年には早くも線路を据え付けて営業が再開されて
おり、図はその姿を示すものと云える。魚沼線は図上に描かれ
てはいないが、同線も戦前期に来迎寺−西小千谷間が開通して
いたものの、やはり同じ昭和 19（ 1944 ）年 10 月に不要不急線と
され休止の憂き目を見ている。但しこの路線の場合は再開が遅
く、戦後の営業は昭和 29（1954 ）年 8 月となっている７）。つまり、
本図は魚沼線が休止していた昭和 19（1944）年から昭和 29（1954）
年までの姿を描くものと考えることができるのである８）。
　なお、本図では長岡鉄道の路線を金山−寺泊−大河津−西長
岡−来迎寺として路線を記し、画面では大河津から海沿いの寺
泊に直接回り込み、金山へ至る全体としては「C」の字型を描く
ものとなっている。しかし、長岡鉄道が後の越後交通となって
もそのような路線を採ったことはない。同線の寺泊新町−寺泊
間は越後交通となった後の昭和 36（ 1961 ）年 10 月に休止、昭和
41（ 1966 ）年５月に廃止となり、それに併せて寺泊新町駅が寺泊
駅と呼称を替えたのであるが９）、それまでは大河津−金山−寺
泊間の路線は「S」の字型に敷設されていた 10 ）。
　ここで付言しておくと、地名においても幾つかの錯誤を見る
ことができる。 B2 須原は「須頃」、 D1 魚田川は、「飛渡川」、
D2 小栗田は「小粟田」、D2 五十二は「五十土」、D2 上ノ山は「上
野山」、 E1 大沢温泉は「大沢山温泉」が正しく、 E2 宮窪、 F2
下芦崎は各々、一般的には「宮之窪」、「（下）芦ヶ崎」と表記さ
れる。加えて鳥瞰図上の場所として、 E2 加納と E2 與板の場所
が逆になっていることが分かる。
　さて、話を戻して制作年代を判断するため、次にはバス路線
を見てみよう。これは数量が多く判断は難しいものの、以下の
諸点が制作年代を示す手掛かりになるものと考えることができ
る。１点目は中永トンネルの開通である。昭和 29（ 1954 ）年８月
に中永トンネルが開通することにより、長岡−出雲崎、即ち長
岡から海岸へ抜ける最短路線が開かれることとなり、各社が競
ってここに路線を設けようとしたという 11 ）。しかし、本図にお
いて中永トンネルは描かれないようで、開通以前、即ち昭和 29

（1954 ）年８月以前の状況を示すものと判断されるのである。
　幾つかの施設なども年代判断の材料となる。奥只見ダムは、
D1 に、「奥只見ダム予定地」と記されるが、同ダムは昭和35（1960）
年に竣功を見ている 12）。また D2 発電所は、小千谷発電所を示し、
同発電所は昭和 26（1951 ）年８月の運転開始である 13 ）。

　以上から勘案すると、本鳥瞰図は昭和 29（ 1954 ）年８月よりや
や遡る時期の制作と判断することができるのである。
　また、本鳥瞰図の画風は、戦後の作とされる「横手市鳥瞰図」14 ）、
昭和 28（1953 ）年 10 月作の「盛岡市鳥瞰図」15 ）などと比較する色
彩の使い方と構成が極めて類似しており、初三郎最晩年の作と
判断することができる。

４　吉田初三郎の観光社と『中越自動車　交通路線景勝鳥瞰図』
　初三郎の経歴については前稿で述べた通りで、明治 17（1884 ）
年、京都に生まれ、昭和 30（ 1955 ）年８月 16 日、71 才の年に没
している。この点で『中越自動車　交通路線景勝鳥瞰図』は、
制作年代と初三郎の生没年間に矛盾はなく、本鳥瞰図は『栃尾
鉄道　沿線景勝観光鳥瞰図』よりやや早い段階であるが、初三
郎及びその画室により、『栃尾鉄道　沿線景勝観光鳥瞰図』と同
じ最晩年期に制作された作品と判断することができるのである。
　さて、ここで問題となるのは、『中越自動車　交通路線景勝鳥
瞰図』、『栃尾鉄道　沿線景勝観光鳥瞰図』の２作品が極めて近
い時期に前後して制作されている点である。両作品の制作時期
が集中することは偶然と考えてよいのだろうか。
　この問題を解く鍵は、鳥瞰図の制作・販売を営業的に支えた
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図２『中越自動車　交通路線景勝鳥瞰図』描き起こし

図１『中越自動車　交通路線景勝鳥瞰図』越後交通株式会社　所蔵
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表１　『中越自動車　交通路線景勝鳥瞰図』に見られる地名
地名 用途 下地形 下地色 周囲 地名線 所在 備考

A 1 至会津若松 四角 白 黄緑色 黒 －
A 1 五泉 国鉄、蒲原鉄道駅 長丸 白 黄緑色 黒 五泉市
A 1 村松 蒲原鉄道駅 長丸 白 黄緑色 白 五泉市村松
A 1 新津 国鉄駅 長丸 青 黄緑色 白 新潟市秋葉区
A 1 七谷 蒲原鉄道駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 加茂市
A 1 黒水 蒲原鉄道駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 加茂市
A 1 東加茂 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 加茂市
A 1 下高柳 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 加茂市
A 1 西山 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 加茂市
A 1 上谷地 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
A 1 栗ヶ岳 山 長丸 白 黄緑色 黒 加茂市－三条市（下田）
A 1 八十鼻 地名 長方形 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
A 1 大谷地 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
A 1 八木前 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
A 1 田屋 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
A 1 荒沢 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
A 1 種蓄場 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
A 2 羽生田 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 田上町
A 2 加茂 国鉄、蒲原鉄道駅、バス停 長丸 青 黄緑色 白 加茂市
A 2 下條 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 加茂市
A 2 上保内 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市
A 2 鶴田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市
A 2 保明新田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 田上町
A 2 加茂新田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 加茂市
A 2 川西 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 加茂市
A 2 天神林 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 加茂市
A 2 柳場新田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市
A 2 三貫地 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市
A 2 栗林 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市
A 2 新潟 国鉄駅 長丸 青 黄緑色 白 新潟市
A 2 信濃川 川 長方形 白 黄緑色 黒 新潟市
A 2 競馬場 施設 長方形 白 黄緑色 黒 新潟市
A 2 角田山 山 長方形 白 黄緑色 黒 新潟市
B 1 守門岳 山 長方形 白 黄緑色 黒 三条市・魚沼市
B 1 笠堀渓谷 景勝地 長方形 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
B 1 至日光 長方形 白 黄緑色 黒 －
B 1 吉ヶ平 景勝地 長方形 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
B 1 笠堀 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
B 1 長野鉱泉 鉱泉 長方形 黄 黄緑色 黒 三条市（下田）
B 1 長野 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
B 1 県種蓄場 施設 長方形 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
B 1 笹岡 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
B 1 飯田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
B 1 萩堀→ バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（下田） 萩堀
B 1 原 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
B 1 越後長沢 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
B 1 高岡 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
B 1 九川 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（栃尾）
B 1 梅ノ俣 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（栃尾）
B 1 上塩 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（栃尾）
B 1 二日町 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（栃尾）
B 1 桑切 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
B 1 長沢 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
B 1 駒込 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
B 1 赤坂 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（下田）
B 1 油田 施設 長方形 白 黄緑色 黒 見附市
B 1 下樫出 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（栃尾）
B 1 杉沢 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 見附市
B 1 吉水 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（栃尾）
B 1 本明 栃尾鉄道駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 見附市
B 1 栃尾 栃尾鉄道駅、バス停 長丸 青 黄緑色 白 長岡市（栃尾）
B 1 小貫 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（栃尾）
B 1 宮沢 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（栃尾）
B 1 赤谷 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（栃尾）
B 1 大野 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（栃尾）
B 1 大野鉱泉 鉱泉 長方形 黄 黄緑色 黒 長岡市（栃尾）
B 1 北荷頃 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（栃尾）
B 2 公楽ノ湯 温泉 長方形 黄 黄緑色 黒 三条市
B 2 大崎 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市
B 2 大崎 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市
B 2 篭場 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市
B 2 東三條 国鉄駅、バス停 長丸 青 黄緑色 白 三条市
B 2 石上 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市
B 2 月岡 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市
B 2 北三條 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 白 三条市
B 2 弥彦山 山 長方形 白 黄緑色 黒 長岡市（寺泊）
B 2 燕 国鉄駅 長丸 青 黄緑色 白 燕市
B 2 花見 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 燕市
B 2 吉田 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 燕市（吉田）
B 2 矢作 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 燕市（吉田）
B 2 弥彦 国鉄駅 長丸 白 黄緑色 黒 弥彦村
B 2 弥彦神社 神社 長方形 白 黄緑色 黒 弥彦村
B 2 須原 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市 須頃？
B 2 本成寺 寺院 長方形 白 黄緑色 黒 三条市
B 2 鱈田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市
B 2 長峰 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市
B 2 吉ノ屋 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市
B 2 今井 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市
B 2 国上寺 寺院 長方形 白 黄緑色 黒 燕市（分水）
B 2 五合庵 名所 長方形 白 黄緑色 黒 燕市（分水）
B 2 坂井ノ湯鉱泉 鉱泉 長方形 黄 黄緑色 黒 三条市（栄）
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B 2 蔵内 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（栄）
B 2 大面 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（栄）
B 2 帯織 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（栄）
B 2 帯織 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（栄）
B 2 若宮 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（栄）
B 2 尾崎新田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（栄）
B 2 八王子 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 燕市
B 2 小池 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 燕市
B 2 粟生津 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 燕市（吉田）
B 2 野積 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（寺泊）
B 2 見附 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 見附市
B 2 見附 国鉄駅、バス停 長丸 青 黄緑色 白 見附市
B 2 鬼木 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（栄）
B 2 鬼木新田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（栄）
B 2 三林 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 見附市
B 2 丸山興野 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 見附市
B 2 尾崎 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 三条市（栄）
B 2 大河津 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 燕市（分水）
B 2 眞ノ代 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（中之島）
B 2 熊森 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 燕市（分水）
B 2 地蔵堂 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 燕市（分水）
B 2 中島 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 燕市（分水）
B 2 渡部 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 燕市（分水）
B 2 磯町 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（寺泊）
B 2 信濃川分水 川 長方形 白 黄緑色 黒 長岡市（寺泊）
B 2 大河津 国鉄（旧駅名）、長岡鉄道駅 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（寺泊）
B 2 聚感閣 名所 長方形 白 黄緑色 黒 長岡市（寺泊）
B 2 寺泊 長岡鉄道駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（寺泊）
C 1 大白川 国鉄駅 長丸 白 黄緑色 黒 魚沼市（入広瀬）
C 1 栃尾又温泉 温泉 長方形 黄 黄緑色 黒 魚沼市（湯之谷）
C 1 大湯温泉 温泉 長方形 黄 黄緑色 黒 魚沼市（湯之谷）
C 1 大湯 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 魚沼市（湯之谷）
C 1 折立 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 魚沼市（湯之谷）
C 1 穴沢 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 魚沼市（守門）
C 1 渋川 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 魚沼市（守門）
C 1 須原 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 魚沼市（守門）
C 1 田中 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 魚沼市（広神）
C 1 芋川 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 魚沼市（湯之谷）
C 1 荷頃鉱泉 鉱泉 長方形 黄 黄緑色 黒 長岡市（栃尾）
C 1 中 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（栃尾）
C 1 一ノ貝 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（栃尾）
C 1 半蔵金 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（栃尾）
C 1 軽井沢 バス停 長方形 白 黄緑色 黒 長岡市（栃尾）
C 1 油田 施設 長方形 白 黄緑色 黒 長岡市（栃尾）
C 1 森立峠公園 バス停 長方形 白 黄緑色 黒 長岡市（栃尾）
C 1 成願寺 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
C 1 成願寺温泉 温泉 長方形 黄 黄緑色 黒 長岡市
C 1 悠久山公園 公園 長方形 白 黄緑色 黒 長岡市
C 1 並柳 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 魚沼市（広神）
C 1 高龍神社 神社 長方形 白 黄緑色 黒 長岡市
C 1 蓬平 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
C 2 名木野鉱泉 鉱泉 長方形 黄 黄緑色 黒 見附市
C 2 下新町 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 見附市
C 2 漆山 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 見附市
C 2 百束 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
C 2 福井 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
C 2 七軒町 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
C 2 下下條 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
C 2 押切 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
C 2 今町 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 見附市
C 2 中ノ島 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（中之島）
C 2 大口 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（中之島）
C 2 高見 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
C 2 鶴ヶ曽根 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（中之島）
C 2 中野 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（中之島）
C 2 末宝 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（中之島）
C 2 金山 長岡鉄道駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（寺泊）
C 2 島崎 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（和島）
C 2 山田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（寺泊）
C 2 小島谷 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（和島）
C 2 桐島 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（和島）
C 2 與板橋 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（中之島）
C 2 隆泉寺 寺院 長方形 白 黄緑色 黒 長岡市（和島）
C 2 村田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（和島）
C 2 北長岡 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
C 2 本與板 長岡鉄道駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（与板）
C 2 與板 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（与板）
C 2 久田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 出雲崎町
C 2 乙茂 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 出雲崎町
C 2 悠久山 栃尾鉄道駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
C 2 長岡 国鉄、栃尾鉄道駅、バス停 長丸 青 黄緑色 白 長岡市
C 2 小釜谷 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 出雲崎町
C 2 井ノ鼻 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 出雲崎町
C 2 出雲崎 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 出雲崎町
C 2 松本 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 出雲崎町
C 2 良寛堂 施設 長方形 白 黄緑色 黒 出雲崎町
C 2 海水浴場 施設 長方形 白 黄緑色 黒 出雲崎町
C 2 上小竹 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 出雲崎町
C 2 芭蕉園 施設 長方形 白 黄緑色 黒 出雲崎町
C 2 船橋 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 出雲崎町
C 2 出雲崎町 バス停 長丸 青 黄緑色 白 出雲崎町
C 2 日石発祥地石油公園 施設 長方形 白 黄緑色 黒 出雲崎町
C 2 石地温泉 温泉 長方形 黄 黄緑色 黒 柏崎市（西山）



『中越自動車 交通路線景勝鳥瞰図』について　　63

C 2 石地 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市（西山）
C 2 石地町 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市（西山）
C 2 長岡鉱泉 温泉 長方形 黄 黄緑色 黒 長岡市
C 2 溝橋 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
C 2 長生橋 橋梁 長方形 白 黄緑色 黒 長岡市
C 2 濁沢 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
C 2 湯沢鉱泉 温泉 長方形 黄 黄緑色 黒 長岡市
C 2 村松 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
C 2 前島 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
C 2 摂田屋 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
C 2 宮内 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
C 2 西長岡 長岡鉄道駅 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
D 1 枝折峠 峠 長方形 白 黄緑色 黒 南魚沼市（大和 ) −魚沼市（広神）
D 1 奥只見ダム予定地 ダム 長方形 白 黄緑色 黒 魚沼市（広神）－檜枝岐村
D 1 銀山平 地名 長方形 黄 黄緑色 黒 魚沼市（広神）
D 1 尾瀬原 地名 長方形 白 黄緑色 黒 新潟、群馬、福島
D 1 中の岳 山 長方形 白 黄緑色 黒 南魚沼市（大和・六日町 ) −魚沼市（広神）
D 1 五十沢渓谷 地名 長方形 白 黄緑色 黒 南魚沼市（六日町 )
D 1 石抱橋 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 魚沼市（湯之谷）
D 1 須原口 地名 長丸 白 黄緑色 黒 魚沼市（湯之谷）
D 1 浪拝温泉 温泉 長方形 黄 黄緑色 黒 魚沼市（湯之谷）
D 1 駒ヶ岳 山 長方形 白 黄緑色 黒 南魚沼市（大和）
D 1 八海山 山 長方形 白 黄緑色 黒 南魚沼市（大和－六日町 )
D 1 大沢 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 魚沼市（湯之谷）
D 1 島 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 魚沼市（広神）
D 1 平村郷闘牛 行事 長方形 白 黄緑色 黒 長岡市（山古志）
D 1 竹沢 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（山古志）
D 1 小出 国鉄駅、バス停 長丸 青 黄緑色 白 魚沼市（小出）
D 1 堀ノ内 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 魚沼市（堀之内）
D 1 開山堂 寺院 長方形 白 黄緑色 黒 魚沼市（小出）
D 1 虫野 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 魚沼市（小出）
D 1 養魚場 バス停、施設 長方形 白 黄緑色 黒 魚沼市（小出）
D 1 茗荷沢 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 南魚沼市（大和）
D 1 原 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 魚沼市（堀之内）
D 1 浦佐 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 南魚沼市（大和）
D 1 大崎 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 南魚沼市（大和）
D 1 毘沙門堂 寺院 長方形 白 黄緑色 黒 南魚沼市（大和）
D 1 明神 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 魚沼市（堀之内）
D 1 竜谷寺 寺院 長方形 白 黄緑色 黒 南魚沼市（大和）
D 1 法音寺 寺院 長方形 白 黄緑色 黒 南魚沼市（六日町）
D 1 城内 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 南魚沼市（六日町）
D 1 麓 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 南魚沼市（六日町）
D 1 五日市 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 南魚沼市（六日町）
D 1 下稲倉 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 魚沼市（堀之内）
D 1 河原沢鉱泉 温泉 長方形 黄 黄緑色 黒 南魚沼市（六日町）
D 1 畔地 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 南魚沼市（六日町）
D 1 宮村 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 南魚沼市（六日町）
D 1 岩崎 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 南魚沼市（六日町）
D 1 二日町 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 南魚沼市（六日町）
D 1 美佐島 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 南魚沼市（六日町）
D 1 四十日 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 南魚沼市（六日町）
D 1 六日町 国鉄駅、バス停 長丸 青 黄緑色 白 南魚沼市（六日町）
D 1 君帰温泉 温泉 長方形 黄 黄緑色 黒 南魚沼市（六日町）
D 1 上稲倉 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 魚沼市（堀之内）
D 1 魚田川 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市 飛渡川？
D 2 間内平 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（山古志）
D 2 十日町局 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
D 2 六日町 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
D 2 岩間木 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 浦柄口 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 朝日山 山 長方形 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 小千谷 国鉄駅、バス停 長丸 青 黄緑色 白 小千谷市
D 2 五辺 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 高梨 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 来迎寺 国鉄駅、長岡鉄道駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（越路）
D 2 三島谷鉱泉 鉱泉 長方形 黄 黄緑色 黒 長岡市
D 2 礼拝 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市（西山）
D 2 油田 施設 長方形 白 黄緑色 黒 柏崎市（西山）
D 2 大崎 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市（西山）
D 2 向山 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市（西山）
D 2 三佛生 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 池津 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 片貝 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 田代 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市
D 2 千田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 山屋 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 木津鉱泉 鉱泉 長方形 黄 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 千谷川 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 小栗田→ バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市 小粟田？
D 2 平沢 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 灰下鉱泉 鉱泉 長方形 黄 黄緑色 黒 長岡市
D 2 桜町 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 五十二→ バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市 五十土？
D 2 地蔵峠 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市（西山）
D 2 椎谷 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
D 2 西小千谷 バス停 長丸 青 黄緑色 白 小千谷市
D 2 発電所 施設 長方形 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 西谷温泉 温泉 長方形 黄 黄緑色 黒 長岡市（越路）
D 2 西山 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市（西山）
D 2 男山鮎場簗 施設 長方形 白 黄緑色 黒 川口町
D 2 川口 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 川口町
D 2 塩殿 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 山本山 山 長方形 白 黄緑色 黒 小千谷市
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D 2 上野山→ バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市 上ノ山？
D 2 塚山 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（越路）
D 2 小黒須 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
D 2 刈羽 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 刈羽村
D 2 宮川 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
D 2 塚野山 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（越路）
D 2 油田 施設 長方形 白 黄緑色 黒 柏崎市、刈羽村
D 2 大湊 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
D 2 愛染堂 寺院 長方形 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 時ノ島 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 芋坂 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 岩沢 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 不動尊 寺院 長方形 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 新光寺 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市
D 2 楢沢 バス停 長方形 青 黄緑色 白 長岡市（小国）
D 2 池ヶ原 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市
D 2 猿橋 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（小国）
D 2 広田鉱泉 鉱泉 長方形 黄 黄緑色 黒 柏崎市
D 2 中河原 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（小国）
D 2 法坂 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（小国）
D 2 七日町 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（小国）
D 2 押切 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（小国）
D 2 千谷沢 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（小国）
D 2 畔屋 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
D 2 荒浜 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
D 2 大新田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
D 2 割町 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
D 2 曽地 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
E 1 朝日岳 山 長方形 白 黄緑色 黒 群馬県
E 1 谷川岳 山 長方形 白 黄緑色 黒 湯沢町－群馬県
E 1 土樽 国鉄駅 長丸 白 黄緑色 黒 湯沢町
E 1 岩原スキー場 スキー場 長方形 白 黄緑色 黒 湯沢町
E 1 越後中里 国鉄駅 長丸 白 黄緑色 黒 湯沢町
E 1 神立 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 湯沢町
E 1 湯沢 国鉄駅、バス停 長丸 青 黄緑色 白 湯沢町
E 1 湯沢温泉 バス停 長方形 黄 黄緑色 黒 柏崎市
E 1 上長崎 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 南魚沼市（塩沢）
E 1 下長崎 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 南魚沼市（塩沢）
E 1 中之島 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 南魚沼市（塩沢）
E 1 三郎丸 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 南魚沼市（塩沢）
E 1 雲洞庵 寺院 長方形 白 黄緑色 黒 南魚沼市（塩沢）
E 1 塩沢 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 南魚沼市（塩沢）
E 1 大沢温泉→ 温泉 長方形 黄 黄緑色 黒 南魚沼市（塩沢） 大沢山温泉？
E 1 焼野 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市
E 1 砂押 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 南魚沼市（塩沢）
E 1 八箇峠 峠 長方形 白 黄緑色 黒 十日町－南魚沼市（六日町）
E 1 八箇 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市
E 1 石打 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 南魚沼市（塩沢）
E 1 関興寺 寺院 長方形 白 黄緑色 黒 南魚沼市（塩沢）
E 1 上野鉱泉 鉱泉 長方形 黄 黄緑色 黒 南魚沼市（塩沢）
E 1 十二峠 峠 長方形 白 黄緑色 黒 南魚沼市（塩沢）－十日町（中里）
E 1 つゝぢが原 施設 長方形 白 黄緑色 黒 十日町市
E 1 清津温泉 温泉 長方形 黄 黄緑色 黒 十日町市（中里）
E 1 苗場館 旅館 長方形 白 黄緑色 黒 十日町市（中里）
E 1 角間 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市（中里）
E 2 十日町 国鉄駅、バス停 長丸 青 黄緑色 白 十日町市
E 2 市之沢 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市
E 2 中條 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市
E 2 山本 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市
E 2 黒沢 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市
E 2 土市 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市
E 2 水堀 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市
E 2 水沢 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市
E 2 養鯉場 施設 長方形 白 黄緑色 黒 十日町市（中里）
E 2 田沢 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市（中里）
E 2 山崎 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市（中里）
E 2 飛渡 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市
E 2 眞人 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 小千谷市
E 2 仁田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市（川西）
E 2 諏訪井 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（小国）
E 2 太郎丸 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（小国）
E 2 原 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（小国）
E 2 芝ノ又 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長岡市（小国）
E 2 加納 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市 與板と場所が逆
E 2 與板 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市 加納と場所が逆
E 2 安田 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 笹崎 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 上田尻 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 茨目 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 山本 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 荒浜新田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 春日 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 悪田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 上野 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市（川西）
E 2 西之入 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 柏崎温泉 温泉 長方形 黄 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 石曽根 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 海水浴場 施設 長方形 白 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 柏崎 国鉄駅、バス停 長丸 青 黄緑色 白 柏崎市
E 2 千手発電所 発電所 長方形 白 黄緑色 黒 十日町市（川西）
E 2 千手 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市（川西）
E 2 観音堂 寺院 長方形 白 黄緑色 黒 十日町市（川西）
E 2 岡田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市（高柳）
E 2 田戸 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市（川西）
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E 2 桐山 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市（松代）
E 2 仙田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市（川西）
E 2 門出 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市（高柳）
E 2 萩ノ島→ バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市（高柳） 萩ノ島
E 2 山中 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市（高柳）
E 2 貞観園 施設 長方形 白 黄緑色 黒 柏崎市（高柳）
E 2 岡野町 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市（高柳）
E 2 山口 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 鯨波 国鉄駅、バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 久米 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 宮窪→ バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市 宮之窪？
E 2 黒滝 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 番神岬 施設 長方形 白 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 福浦八景 名勝 長方形 黄 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 新道 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 番神 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
E 2 上方 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
F 1 至東京 長方形 白 黄緑色 黒 －
F 1 芝原峠 峠 長方形 白 黄緑色 黒 湯沢町
F 1 八木沢 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 湯沢町
F 1 貝掛 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 湯沢町
F 1 二居渓谷 渓谷 長方形 白 黄緑色 黒 湯沢町
F 1 二居 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 湯沢町
F 1 橋本 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 湯沢町
F 1 浅貝 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 湯沢町
F 1 三国峠 峠 長方形 白 黄緑色 黒 群馬県
F 1 苗場山 山 長方形 白 黄緑色 黒 津南町－湯沢町－長野県
F 1 鹿とび橋 橋 長方形 白 黄緑色 黒 湯沢町
F 1 黒岩 地名 長方形 白 黄緑色 黒 十日町市（中里）
F 1 足尾沢 地名 長方形 白 黄緑色 黒 十日町市（中里）
F 1 昇天関第一 地名 長方形 白 黄緑色 黒 十日町市（中里）
F 1 清津峡 名勝 長方形 黄 黄緑色 黒 十日町市（中里）
F 1 昇天関第二 地名 長方形 白 黄緑色 黒 十日町市（中里）
F 1 吐雲滝 滝 長方形 白 黄緑色 黒 十日町市（中里）
F 1 大崩 地名 長方形 白 黄緑色 黒 十日町市（中里）
F 1 正面ヶ原 地名 長方形 白 黄緑色 黒 津南町
F 1 田代 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 十日町市（中里）
F 1 七ッ釜 地名 長方形 白 黄緑色 黒 十日町市（中里）
F 1 見玉 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 津南町
F 1 不動尊 寺院 長方形 白 黄緑色 黒 津南町
F 1 中津川渓谷 渓谷 長方形 白 黄緑色 黒 津南町
F 1 逆巻温泉 温泉 長方形 黄 黄緑色 黒 津南町
F 2 清津 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 津南町
F 2 十二ノ木 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 津南町
F 2 松ノ山温泉 温泉 長方形 黄 黄緑色 黒 十日町市（松之山）
F 2 田麦 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 上越市（大島）
F 2 石黒 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市（高柳）
F 2 野田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
F 2 熊ヶ谷 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
F 2 鵜川 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
F 2 岩野 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
F 2 河内 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
F 2 水族館 施設 長方形 白 黄緑色 黒 柏崎市
F 2 青海川 国鉄駅 長丸 白 黄緑色 黒 柏崎市
F 2 外丸 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 津南町
F 2 大割野 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 津南町
F 2 船山新田 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 津南町
F 2 船山 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 津南町
F 2 深見 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 津南町
F 2 小下里 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 津南町
F 2 下芦崎→ バス停 長丸 白 黄緑色 黒 津南町 芦ケ崎？
F 2 米山 山 長方形 白 黄緑色 黒 柏崎市－上越市
F 2 森宮野原 国鉄駅 長丸 白 黄緑色 黒 長野県栄村
F 2 北野 バス停 長丸 白 黄緑色 黒 長野県栄村
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観光社の組織にあるようだ。
　先ず、戦前期における観光社の組織構成を見てみよう。昭和
９（ 1934 ）年、観光社は画室の第一を愛知県犬山、第二を八戸の
種差、第三を京都市に有し、出版部は名古屋と京都２カ所、関
西支社は高松市、東北支社は五戸町とする陣容であった 16 ）。こ
の時点では新潟県に観光社関連の組織は置かれていない。
　２年後の昭和 11（ 1936 ）年に、初三郎は全国へ挨拶状を出して
いる。これは８月 21 日と 23 日の２回に分け、各大臣、新聞関係、
会頭理事ほかに出されたものである。送付総数は 1,918 通、府県
別では鳥取と沖縄を除く 47 道府県に及ぶ。この明細を見ると、
新潟は 13 通であった。アトリエのあった京都の 74 通、愛知県
の 70 通、青森県の 78 通など 17 ）と比較すると決して多い数量で
はない。このことから、この時点では初三郎及び観光社と新潟
県の関係はさして強いものと考えることはできない。ところが、
やや下った昭和 16（ 1941 ）年における観光社の陣容をみると、同
社は本社を京都に構え、支社を東京、名古屋、朝鮮（京城）、漢口、
青森に設け、この他に観光社関西支社が高松、西日本支店とし
て新潟市、特約店が高崎に存在した 18 ）。つまり少なくとも昭和
９（ 1934 ）年から昭和 16（ 1941 ）年の間において、観光社は新潟
に支店を開いたのである。「西日本支店」の実態は明らかでない
が、昭和 30（ 1955 ）年制作で初三郎の絶筆ともされる「相馬市景
勝鳥瞰図」の印刷所は
　　観光社東部支社　新津市本町三丁目　錦織豊松 19 ）

と記され、更に初三郎が死の２週間前に送付した観光社社長阿
瀬庄太郎への手紙宛先は、
　　新潟県新津局新津市駅前　旅館　新津館方
とされた 20 ）。前後の事情を勘案すると、「相馬市景勝鳥瞰図」の
印刷を担当した新津市本町在錦織豊松の元を、観光社社長の阿
瀬庄太郎が訪れていたと見なしてよいだろう。そして、錦織豊
松は印刷所を営む傍ら、観光社東部支社の肩書きも有していた
と考え間違いない。これと昭和 16（1941）年における西日本支店、
新潟市との関連は明らかではないが、恐らく戦前から、新津の
錦織は観光社と先ずは印刷についての関係を持つとともに、支
社の肩書きも有していたと推定することが可能である。そして、
これらの関係から、従来は比較的弱かった新潟県内に支社をお
いて営業をかけた結果、本図に描かれる中越自動車並びに栃尾
電鉄における鳥瞰図の注文を受けるに至ったと考えるのが妥当
であろう。
　なお、新津の錦織豊松の名前は「東洋館印刷所㈱」の名称で
見ることができ、出版、新聞、印刷、製本を業として営んでおり 21 ）、
東洋館は現在の東洋館出版社に当たる。

５　さいごに
　『中越自動車　交通路線景勝鳥瞰図』についての考察をまと
めると以下の通りである。
１）越後交通所有の『中越自動車　交通路線景勝鳥瞰図』は、

横 1,734 ㎜×縦 497 ㎜の絹布地に極彩色で描かれ、「初三郎」
の銘と「よしだ」の落款を有し、中越自動車バス路線など
を鳥瞰図として記すものである。

２）画面に描かれる年代は昭和 29（ 1954 ）年８月よりやや遡る時
期と判断するのが妥当である。

３）吉田初三郎が設けた観光社は少なくとも昭和 28（ 1953 ）年、
新津に東部支店を持ち、これを印刷業も行う錦織豊松が仕
切っていた。この東部支店の存在が本図及び『栃尾鉄道　
沿線景勝観光鳥瞰図』など、新潟県における初三郎最晩期
の作品が残された背景の１つとして挙げられる。
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